
【令和5年1２月発行】

制作担当:阿部佐智子

『がん患者会・サロン
ネットワークみやぎ』

「リレー・フォー・ライフ・ジャパン 2023 みやぎ」 開催報告
開催日:10月14日(土) 13:00~1８:00
会 場 :仙台市榴岡公園

「第4期宮城県がん対策推進計画の策定にむけて」要望書を提出しました
現在、宮城県では令和6年度から施行される第4期宮城県がん対策推進計画を策定中です。策定にあたり、宮城県がん
対策推進協議会ワーキング部会には「カトレアの森」阿部佐智子さん、がん対策
推進協議会には「東北労災病院 四つ葉の会」吉田久美子さん、「がんサバイバー
ショッププログラムGlueグルー」佐々木加奈子さんが、がん患者代表として参加して
います。また、この機会に是非、がん患者、家族の声を届けたいと思い、ネットワーク
みやぎ加入の２４団体様の賛同をいただき、要望書を10月30日に吉田久美子
代表が宮城県に要望書を提出致しました。
また、宮城県では中間案を作成し、県民の皆さまの意見・提案を募集中です。
詳しくは、宮城県のホームページをご覧ください。

曇ひとつない秋の晴れ渡った仙台市榴岡公園でリレー・フォー・ライフ・ジャパン 2023 みやぎが開催されました。
新型コロナウイルス感染症拡大の影響により2020年より開催を見合わせ、また昨年は雨天中止となり、4年ぶりの待ちに
待った開催となりました。当日は村井嘉浩宮城県知事の祝辞（代読）をいただき準備体操の後、がん患者、医療従事者、
がん体験者の家族の方とサバイバーズウオークで始まり、サバイバーズトークではネットワーク加入団体「すい臓がん患者と家族
のおしゃべりサロンぶどうの木」代表の濱端光恵さんが
登壇しました。
ネットワークのブースではケア帽子、タオル帽子販売と
クリニカルアート体験に多くの方にお越しいただきました。
6年前当時12歳でテーマソング「始まりの歌」を歌って
いた一心さんは、今回も素敵な歌声を聞かせて下さっ
た他に、会場の音響担当者としても開催に協力して
下さいました。
日没時間の関係上、予定時間より早めの閉会となり
ましたが、笑顔溢れる一日となりました。
来年の会場は仙台市青葉山公園仙臺緑彩館です。
お会いできることを楽しみにしております。

お 知 ら せ
<ネットワーク研修会 開催します＞
1. 開催日時: 2024年 2月17日(土) 10:00～12:00
2. 研修内容:「患者会やサロンにおける聴く力、コミュニケーションについて」
3.  講 師 :五十嵐 江美 先生（東北大学病院 精神神経科 医師）
4. 受講方法:オンライン(Zoom)

＊詳細は「がん患者会・サロンネットワークみやぎ」事務局より
ご案内いたします。
皆さまのご参加をお待ちしております。

♪ご協力ありがとうございました♪
2023年、皆さまに研修会参加、要望
書賛同などネットワークみやぎの活動に
ご協力いただき、ありがとうございました。
2024年も、皆さまとの繋がりを大切に
しながら活動してまいります。
引き続き、ご協力のほど、よろしくお願い
いたします。

要望書を手渡す吉田代表

お 知 ら せ

ルミナリエ

開会式

ネットワークブース準備中です



【令和5年9月発行】

制作担当:佐藤まどか

『がん患者会・サロン
ネットワークみやぎ』

◆2023年度 交流会「今年がチャンス 患者会・サロンから声を届けよう」 報告◆
日 程:7月18日(火) 13:30~16:00(Zoomによるオンライン形式)
参加者:18名

●第１部 「がん患者会・サロン ネットワークみやぎの活動報告と計画」
●第２部 「第４期 宮城県がん対策推進計画の策定にむけて」 吉田 久美子 代表

※吉田代表が体調不良となられ、当日は急遽欠席させていただいた為、こちらのお話は、吉田代表がご準備されていたスライドをもとに、
宮城県保健福祉部健康推進課 がん・循環器病対策班 班⾧ の 村上めぐみ氏 より、お話をいただきました。

●第３部 グループワーク:テーマ 「今年がチャンス 患者会・サロンから声を届けよう」

「第4期宮城県がん対策推進計画の策定にむけて」について

〇 患者や患者の家族と医師の溝はまだまだ深い。また一般の方にとってがんは縁遠い話になりやすい。当事者も含めた行政や
医療提供者が塊となって、担当窓口や教育委員会と顔合わせをするなりして、がん教育を進めるための元年として欲しい。
また対がん協会にお金が出ているということなので、サロン開催などを積極的にバックアップし予算を徐々に増やす方向に進めて
欲しい。また、患者体験を医療提供者や行政に伝える必要もあるので、医療関係の専門学校や大学、医歯薬学部などへの
患者体験教育の充実も制度化する必要があると思う。当然social mediaの活用、YouTube、podcastなども含め、あらゆ
る媒体からの発信を大いに活用していく必要があると思う。手弁当になることで、持続的な開催が見込めなくなることは過去に
何度も起きていると思う。
〇 当事者が当事者目線で関わり、発信していく必要性があると思います。先ずは、計画策定を他人事にしない。
〇 宮城県は健康維持に少し疎い気がするので、意識の向上が必要な気はします。がんに対しては、３０、４０代、子育て世
代のピアサポートケアが少ないように思います。

「グループワークについて」
〇 「人と話す」ってその場の空気感が一番大切だと思うので、ウェブ上ではない交流会を希望します。
〇 意見交換や各団体が置かれた立場（院内など）を理解することができた。
グループワークの参加者が患者会、サロン運営者等様々でそれぞれの立場から意見が交わされたのが良かったです。時間が足ら
ないと感じました。 がん患者、関係者の声を村上班⾧さんに直接、伝えられたことは満足です。
「交流会全体について」
〇 対面であれば参加できないところを参加できるためオンライン開催には満足です。もちろんデメリットとしていろいろな方と雑談や
ご挨拶ができないことは残念です。
〇 大変有意義な時間が過ごせて良かったです。いつか、対面で皆さんにお会いしたいです。
〇 今回初めての参加でしたが、みなさんと情報交換ができたことで有意義な交流会となりました。

<がんピアサポーター養成研修＞
1. 基礎編 動画視聴並びに課題提出期間 10/2(月)～10/31(火)

応用編 オンライン研修(Zoom) 11/25(土)10:00～16:30
2. 対象:宮城県内在住のがん体験者（患者、家族）で募集条件を

満たす方 10名程度(希望者が多い場合は書類選考)
3. 受講料 :無料
4. 研修内容:ピアサポーターに必要な基礎知識、自分の体験を語る、

ロールプレイなど
5. 募集締切り:9月15日（金）

＊詳細は宮城県がん総合支援センターのHPをご覧ください。

<リレーフォーライフジャパンみやぎ2023＞
今年は晴れますように。そして多くの皆様方と、再
会が叶いますように!ボランティアさん募集中です。

10/14(土) 13～18時 仙台市榴岡公園
仙台駅東口よりのウォークは12時半出発
詳細は、リレー・フォー・ライフ・ジャパンみやぎの

ホームページ、及びFacebookアカウントをご覧く
ださい。

お 知 ら せ

＊当日の参加者は、患者会運営者の方が最も多く、次いで がん患者さん、医療従事者、がん体験者のご家族の方・・と続き
ました。以下に、アンケート回答より皆様のお声を一部抜粋し、ご紹介いたします。



【令和５年３月29日発行】

『がん患者会・サロン
ネットワークみやぎ』

◆ 2022年度 がん患者会・サロンネットワークみやぎ 研修会 報告 ◆
～オンライン（Zoom）開催～

がん患者団体に出来る支援
～活動を通して伝えたいこと～

 開催日時:2月28日(火）14:00～15:30
 講 師:三好 綾 氏(NPO法人がんサポートかごしま理事⾧）
 参加者: 38 名 (県内 27名 ・県外 11名 ）

【アンケート結果より】

【参加者からの感想】 ※アンケートの回答より一部抜粋

＊わかりやすく身近なテーマの研修でした。がんや死をタブーとしない、丁寧に伝えることが、いのちのバトンをつな
ぐためにはとても大切なことだな、と感じました。

＊三好さんのお話から、今の自分にできることをあきらめずにこつこつと続けていくことが大切なのだと感じました。
勇気をいただきました。

＊三好さんの活動に敬服いたします。正直ここまでやれるのかという想いです。苦労をされたことでしょう。体験者
の想いは体験者でなければ語れません。患者会の役割はますます大きくなってゆくことでしょう。三好さん、きっと
神様から与えられた働きなのでしょうね。 とても励まされました。

＊学校でのがん教育に興味があります。 宮城県内でのがん教育の場に参加できればと思っていました。あれだけ
幅広い活動をしていらっしゃるのは、本当に素晴らしいと思いました。

＊このような企画、そして外部からの参加を受け付けていただき、ありがとうございました。ご自身の闘病の詳しい
お話を聞けたことは患者会の企画ならではだと思います。 対面での交流がベストかもしれませんが、つながってこ
その患者会活動なので、ここにいていいんだという「空間」を提供しながら、「仲間」との「時間」を共有したいと思
います。 がん患者会・サロン ネットワークみやぎさんの益々の発展を祈っています。ありがとうございました。

がん患者さんとご家族のサポートをする患者団体を仲間とともに運営されている三好氏は「がんサロン」
の運営、ピアサポーターの養成、小中高対象のがん教育「いのちの授業」を通して、がんについての知
識や命の大切さを伝える活動をされています。今回は「がん患者団体に出来る支援～活動を通して
伝えたいこと～」と題して体験談や実践されている活動を詳しくお話しいただきました。

制作担当:高橋修子
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【令和4年10月17日発行】

🌼 制作担当:佐藤まどか 🌼

『がん患者会・サロン
ネットワークみやぎ』

◆ 2022年度 交流会のご報告(Zoomによるオンライン開催) ◆
日 程:8月5日(金) 14:00~16:00(Zoomによるオンライン形式)
参加者:23名(「ネットワークみやぎ」に加入の18団体から)

実に2年半ぶりの交流会が開催されました。

６～７名ずつくらいの３つのグループに分かれ、グループワークを行い、各団体の活動状況についての情報
交換や、今後の活動についてなど、お話しました。久しぶりの再会に、時間はあっという間に過ぎていきまし
た。画面越しであっても、やっとみんなの顔が見られた嬉しさ、会えて話せた嬉しさがこみ上げました。

＊第２部:グループワーク

＊第１部 「コロナ禍におけるがん患者会・がんサロンの運営」

お話:ホッとサロンin仙台 代表 伊藤 美由紀氏
ホッとサロンとめ 代表 鈴木 玲子氏
りんりんの会 代表 髙橋 修子氏

東北大学病院 がんサロン「ゆい」 古山 美智子氏

試行錯誤して懸命に活動を続けてこられたお話に、胸が熱
くなりました。ホームページの強化、オンラインでのサロン開催、
ハイブリッド開催の試み(会場+オンライン開催)、徹底した
感染対策下での自宅サロン開催、活動資金に繋げたハン
ドメイド作品作り、製作したマスクの病院スタッフへの寄贈、
手作り胸用パッドの普及活動、会員の声を集めた冊子の
作成等々。

それは、今まさに支援を必要としている方にとっても、誰かと会いたい、話したい、相談したい気持ちは同じで、そのようなシチュエー
ションが必要だということを再確認しました。今後の課題や目標といったお話も出て、活動のお話は大いなる刺激になり、多くのエネ
ルギーをいただきました。
また、宮城県保健福祉部健康推進課 がん対策班 班⾧の村上めぐみ氏より講評を頂き、お忙しい中、有り難うございました。

【参加者からの感想】 アンケート回答より一部抜粋

＊４名の方から、違う環境下での活動のご様子を伺え、大変良かったです。皆さんの熱量と冷静な分析、コロナ禍でも何か
出来ないか、何が出来るかを考え、実践していかれたご様子は大きな学びとなりました。
＊医療機関内での活動について、コロナ禍における厳しい状況と試行錯誤しながら患者、家族の想いに応えられるよう活動
は継続しているということが共有できた。感染対策から院内の方限定になってしまうので公に広報できないもどかしさも理解で
きた。また、既存の患者会の高齢化でオンライン等にシフトできないことも、今後若い方たちをどのように巻き込んでいくことも問
題提起された。
＊コロナ禍の活動は、どの団体様も工夫して活動しており、サロンは対面だけとは限らず参加者と交流できると実感いたしまし
た。今後の活動の参考になり、これからも話題提供の場があると嬉しいです。

<がんピアサポーター養成研修＞
1. 基礎編 動画視聴並びに課題提出期間 11/1(火)～11/30(水)

応用編 オンライン研修(Zoom) 12/17(土)10:00～16:30
2. 対象:宮城県内在住のがん体験者（患者、家族）で募集条件を

満たし、基礎編・応用編のどちらも受講できる方 8名程度
3. 受講料 :無料
4. 研修内容:ピアサポーターに必要な基礎知識、自分の体験を語る、

ロールプレイなど
5. 募集締切り:10月21日（金）

＊詳細は宮城県がん総合支援センターのHPをご覧ください。

<リレーフォーライフジャパンみやぎ2022＞

昨年はオンラインイベントとして行われましたが、今
年は会場参加が出来ます!

開催期日は

11月23日(水・勤労感謝の日)午後。
詳しい会場・時刻・形式などは、Facebookの

リレー・フォー・ライフ・ジャパンみやぎアカウントにて
追ってお知らせとなります。楽しみにお待ちください。

お知らせ

「出来るところからみんなで一歩ずつ」「とにかく何とかしたい」。必死のその思いで模索し動き続けた、まさに悪戦苦闘。
それぞれの皆さんに共通していらしたのは、熱い気持ちと果てしなく深い愛情でした。



＊一般社団法人がんチャレンジャー代表理事であり、がん罹患者に関わる方専門の

産業カウンセラー、両立支援コーディネーター等の資格をお持ちの講師 をお招き

しての研修会がZoomによるオンライン形式で開催されました。

＊がん体験者（ 2017年12月、38歳のとき中咽頭がん告知）である花木さん。ご自身が「がんチャレンジャー」

となり、その実体験からのお話とともに、「寄り添い方」に関するアンケート(がん罹患経験者対象）結果から

「嬉しかった関わり」と「辛かった関わり」について具体的な事例もお伺いすることが出来ました。

＊最後のまとめとしてお話しいただいた「り患者主体の関わり」(受け止めることが出発点）「傾聴」「共感」「適度

な距離感」「普段通り」、というキーワードと「察すること」の意味合いを、初心に戻り、再度こころに書き留めておき

たいと思いました。 ※著書：「寄り添い方」ハンドブック・「青臭さのすすめ (未来の息子たちへの贈り物）」等

【令和3年12月発行】

制作担当：髙橋修子

『がん患者会・サロン
ネットワークみやぎ』

2021年度 研修会(Zoomによるオンライン開催）のご報告

＊開催日時 ・・・11月6日（土）14:00～15:30
＊参 加 者 ・・・ 36名（ネットワーク加入団体関係者・ 医療関係者

・ピアサポーター研修受講者・看護学校生）

がん罹患者への寄り添い方とは

～体験者が語る うれしかったかかわり、つらかったかかわり～

【参加者からの感想】 ※ アンケート回答者28名（回答率 77.7%） ※ 頂いた感想の一部記載

●とても分かりやすい講演でした。具体的な事例を挙げながらだったので、テーマをより身近に感じることができました。

最後の質問コーナーで取り上げた、「察することが大切なのは健常者に対する姿勢と同じように考える」「つかず離

れずも寄り添う形」というあたりがグッときました。「がん患者」というフィルターを通して接することが、意識的に当たり

前のようになっていた気がして、人として接することの大切さに改めて気づかされました。ありがとうございました。

●患者側からの目線でお話していただき、医療従事者としては身の引き締まる思いで聞かせて頂きました。しぐさや

言葉使いひとつで患者さんへプラスの働きになったり、逆にマイナスになることがあることを改めて痛感させられました。

●実際に体験された方のお話はとても参考になりました。ピアサポートの必要性を改めて感じ、活動の場がもっと確

立されればと思いました。

＊ ピアサポーター養成研修会 開催中 ＊

今年度はZoom開催での研修会となりました。

8名の体験者の方々がそれぞれ下記の内容で

受講されております。

●基礎編1回目：12/4(土)※終了致しました。

●基礎編2回目：1/29(土)

●応用編：6月に開催予定です。

＊ 事務局より ＊

昨年は交流会や研修会等が開催出来ず残念な

一年になってしまいましたが、今年度、Zoom開催

での研修会が実現できました。自宅に居ながら県

外等の講師のお話が聞けるというメリットもZoom

ならではだと思います。苦手な方、機会がありました

ら是非、トライしてみてくださいね。

～お知らせ～

花木 裕介氏
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� 制作担当︓佐藤まどか �
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���� 多目的ホールにて交流会が開催され、������������������ �!
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�>��に⾏われた「がん対策推進協議会報告」。髙橋副代表からは、�>�

に⾏われた「ピアサポーター育成・活動⽀援担当者連絡会議報告」、事務
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����年度 ��� 交流会

第⼆部では、「知って活かそう、⼈材資源︕」をテーマに、各団体で
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たことが今後に活かせる事を願うとともに、話せなかった問題、⾒えて
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���"�回交流会で話せなかった課題（スタッフ育成について。
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����D⽇に、臨時の第�回交流会を開催し、話し合われました。

今年で��年目を迎えるリレーフォーライフみやぎ。

既に実⾏委員の⽅々が精⼒的に準備されています。

「ネットワークみやぎ」は、今年で¨�©���mi,

ます。今年は前回よりスペースも広くなり、内容もより
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皆様も、ぜひ⾜をお運びください︕
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場所︓仙台国際センター内 せんだい⻘葉⼭交流広場 国際センター駅市⺠交流施設「⻘葉の風テラス」

＊詳細はまた後⽇、決まり次第、お知らせいたします︕
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ご家族に対するサポートを⾏おうとする⼈のことです。
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アンケート」を⾏い、その結果を第®回交流会で報告しました。下記アドレスからも、ご覧いただけます。
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今年は地下鉄駅�C�市⺠交流施設D*⻘葉の風テラス」E(F$GHIJ�KL�MNODPQ/R�
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�当⽇ネットワークブースに⽴ち寄ってくださった⽅々〜
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� 今年のテーマ �

繋ごう、みんなの想い︕咲かせよう、ネットワークの希望の花︕
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� ����年度 �	� 交流会 �
�����︕�

�����÷ 宮城県対がん協会において交流会が開催され、�ø���������������� �!

"#$%& 「患者アンケート最終報告」を宮下光令教授（東北⼤）か

A�-�mùúÃbnoûü�ý��� 〜治療と仕事の両⽴⽀援につい

て〜」を藤井千代⼦⽒（産保センター）からお話しいただきました。

第⼆部の交流会では、事前に皆さまからお寄せいただいた題材をもとに、

患者会やサロンの運営資⾦、参加者の増員や定着、スタッフ育成、企画・

広報についてのディスカッションが⾏われました。各団体の状況・情報を交換

出来たことが今後に活かせる事を願うとともに、話せなかった問題、⾒えてき
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��8rm�P8! そこに向かって⾏きたいと思います。
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尽⼒いたします。

þ�9	2� R���Y��0å9°&i���︓ 今年からコアメンバーの皆様とご⼀緒に、ネットワークをより充実していける
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今年で�D周年となるリレーフォーライフみやぎ。実⾏委員⻑の⾼橋悦堂⽒よりご案内をいただきました。

ネットワークみやぎも、今年®回目の参加をいたします。皆様、ぜひいらしてください︕
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場所︓仙台国際センター内 せんだい⻘葉⼭交流広場

国際センター駅市⺠交流施設「⻘葉の風テラス」（�B���¦

⽇本対がん協会会⻑ "#$%&%&�ÁÂÇÈ�'��()�í9E2�Í��*�®�病院、総移動距離、約
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のサバイバーにエールを送り、⽇本国⺠にサバイバーの⽀援を呼び掛けられました。
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宮城県⽴がんセンターに来られ、出迎える宮城県⽴がんセンター、宮城県対がん協会のスタッフ、
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悩み苦しむ⽅々の少しでもお役に⽴てればと、思いを新たにし
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ポート活動を広げていくために」〜それぞれの⽴場で出来ること〜をテーマに
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ピアサポート活動はまだまだ始まったばかりで、病院の⽅々にも⼗分には理
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者にとっても病院にとっても良かったと思ってもらえるよう、ネットワークとしても
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〜患者会������� 患者会・サロンの活動を紹介しました〜
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メインホールでは、基調講演とパネルディスカッションが⾏われ、パネリストの⼀⼈
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東北全県からの参加者を迎え⼊れ、パンフ
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顔がわかるようになり、“つながり”が深まっていく様⼦を肌で感じることのできた２年９か⽉でした。私の頭の中（思考）ではい

つも“ロゴマーク”を意識しながら取組んできたように思います。⾊の濃い・薄い、隣との距離、ちゃんと輪になっているか、回ること

ができるか・・・などなど。私⾃⾝がこれからも“ロゴマーク”の⼀つとして、できることをし続け、輪の中で、オリジナルカラーを発しな
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＊新年度より新しい顔ぶれで活動して参りますので、皆さま×Ø�bご協⼒よろしくお願いいたします。
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チームとして、また個⼈として、今年も参加できたことに改めて喜びを感じました。

昨年に引き続き︕
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今年も皆さんにご協⼒いただきながら作成。
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� 今年もリレーフォーライフへ参加します︕ 皆様のご協⼒をお願いいたします�

⽇時︓�������	〜�
���	 会場︓地下鉄国際センター駅前広場

〜 ����年度 ��� 交流会が開催されました︕〜

当⽇は、宮城県のがん対策について（⼋巻班⻑）、宮城県がん総合⽀援
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皆さまにもそれぞれの活動紹介をしていただきました。宮城県⽴がんセンターの
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)�*河北新報に中間報告が掲載されました。

〜第�	回東北⼤学病院市⺠公開講座に参加〜

 !�����"#$%�&'()*+,-./.0

��º��ê 国際センターにて開催された東北⼤学病院主催市⺠公開講座で展⽰コーナーに参加しました。

ë�qìíî)1ï�ðkñz+º»団体様からご協⼒いただいたポスターを壁⼀⾯に掲⽰しました。
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⼀つの目標に向かって皆で協⼒し合いながら進

むことの⼤切さと共に、その喜びを感じられる展⽰

コーナーでした。ご協⼒いただいた皆さま本当にあ
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今年�⽉に「がんサロン︓はなたば」様が加⼊し、現在の加⼊団体は��Ó3�;�@?!A

県内初の画期的な取組として「がん治療に伴う医療⽤ウイッグ購⼊と補整⽤具の助成

事業」が今年度から栗原市で開始されました。りんりんの会では３年ほど前から患者の声

として⼤崎市加美町等の議会に訴え続けてきましたが、やっと念願が叶えられました。この
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聖路加国際病院精神腫瘍科部⻑
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+ ,�E年��'F⽇（⾦）'$G$F〜'#G$F H�% ネットワーク交流会開催予定（対がん協会内）

+ ,�E ��I JK�L�MNOP QR������STUV WWW ご協⼒お願いいたします︕
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� 体験者２７名、家族６名、医療者１２名）にご参加をいただき、保坂先⽣から講義を受けながら!"#$

%&をし、その都度わからないことを質問していくという内容で研修会が進んでいきました。

���の中では、がん体験者、ピアとして何ができるのか、誰かのお役に⽴ちたいという思いで質問'(�

)*⽅々がほとんどで、どう答えて良いか悩んでしまう問いかけやかかわる際の注意点など、保坂先⽣に�
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CD先⽣から「⾝近でソーシャルサポートしてくれる⼈が２〜３⼈必要」と教えていただきましたが、私E

Fが誰かの２〜３⼈の中に含んでいただけるように、できる範囲で努⼒していきたいと感じているところですB
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�。アンケートでは、講義の理解度について�割以上の⽅が理解できたと答
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また、ロールプレイを講義の途中に何度か取り⼊
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